
「公共（仮称）」の方向性として考えられる構成①（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

⇒今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえ、
・様々な立場や文化等を背景にして社会が成立していること
・①「自分らしい生き方」を問い、自らの体験や悩みを振り返ることを通して自らを成長させること、
②人間は社会的な存在であることを認識し、対話を通じてお互いを高め合うこと、

両者によってよりよい集団・社会を作り出していくこと（勤労観・職業観の育成を含む） について学んではどうか。

⇒社会に参画し、他者と協働する倫理的主体として個人が判断するための手掛かりとなる、
①「行為の結果における効用として、個人の幸福とともに、社会全体の幸福を重視する考え方」、
②「（行為の結果よりも、）行為の動機となる人間的責務としての公正などを重視する考え方」、
について理解させる。その際、
・人が追求するものは経済的価値に限られるものではなく、多義的であること
・両者ともに活用し、自分も他者もともに納得できる解を見出そうと考えていくことが重要であること
・行為の結果における効用について、多面的・多角的に考えていくことが重要であること
・行為の動機について、個々の動機に留まらず、それらを継続的に考えていくことにより、人間としての在り方生き方について考えていく

ことが重要であること

などを取り上げてはどうか。

（指導のねらいを明確にした上で、囚人のジレンマ、共有地の悲劇、最後通牒ゲーム等の思考実験や、環境保護、生命倫理等について概
念的に考える学習活動を取り入れてはどうか。その際、(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」で取り扱う課題と連動した課題を
取り上げてはどうか。）

(1) 「公共」の扉

ア 公共的な空間に生きる私たち

イ 公共的な空間における人間としての在り方生き方

倫理的主体となること

＜参考＞
・学校における道徳教育は、…人間としての在り方生き方に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行うことにより、その充実を図るものとし、各教科の属する科目、
総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、適切な指導を行わなければならない。（「高等学校学習指導要領総則第1款 教育課程編成の一般方針」）

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ ６ 日
教 育 課 程 部 会
高等学校の地歴・公民科科目の
在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

資料９



公民科目新設の方向性として考えられる構成②（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

(2)自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

＜留意点＞(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」において課題を探究する学習を行うことに留意し、主体相互の有機的な関連を図るとともに、取り扱う題材の精選に努めることが求められる。

⇒・小・中学校社会で習得した法や政治、経済等に関する知識等を基盤に、社会的事象の見方や考え方を働かせながら、(1)「「公共」の扉」で身に付けた選択・判断の

手掛かりとなる考え方等を活用して現実の社会的事象について考察、追究する。

・社会を構成する主体となるために、協働の必要な理由、協働を可能とする条件、協働を阻害する要因などについて考察を深める。その際、自立した主体として生き

るために必要な知識を身に付ける。

⇒協働により目指すべきもの（個人の尊重を前提に、協働関係の共時性と通時性に関する比較衡量などを通して、人間の尊厳と平等、社会の安定性をともに成り立たせること）

イ 政治的主体となる私たち ウ 経済的主体となる私たち
エ 様々な情報を発信・受信す

る知的主体となる私たち

⇒協働により目指すべきもの（議論により、意見や
信念、利害の対立状況を調整し、合意形成すること
を通して、よりよい社会を築くこと）

⇒協働により目指すべきもの（公正なルールを
作ってその下で経済活動を行うことを通して、個人
の尊重とより活発な経済活動をともに成り立たせ
ること。またその補完を政府等が担っていること）

⇒協働により目指すべきもの（情報に関する責任や、
利便性と安全性を多面的・多角的に考えていくことを
通して、望ましい情報社会を築くこと）

ア 法的主体となる私たち

<題材の例> 立憲主義、民主主義、自由・権利と責任・義務、相互承認、市場、公正な手続き、参加、男女共同参画・・・

財政と税、社会保障、市場経済の機能と限界、
雇用、労働問題（労働関係法制を含む）・・・

<考えられる学習活動の例> 討論、ディベート、模擬選挙、模擬投票、新聞を題材にした学習、体験活動、インターンシップの準備と振り返り・・・

<考えられる学習活動の例> 討論、ディベート、模擬裁判、外部の専門家の講演、新聞を題材にした学習、体験活動・・・

職業選択、個人と企業の経済活動に
おける役割と責任、経済のグローバ
ル化と相互依存関係の深まり・・・

金融の働き、契約、消費者の
権利や責任・・・

情報モラル・・・

の中核機能
キャリア教育
の中核機能

※ 様々な主体となる個人を支える家庭や地域等にあるコミュニティ

⇒世代間協力・交流、自助・共助・公助等による社会的基盤の強化

家族・家庭、消費者等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を育む家庭科、情報リテラシーを扱う情報科、個人の安全指導を行う保健体育科と連携

(1) 「公共」の扉

別紙

<題材の例> 政治参加、世

論の形成、国際貢献、国際平
和・・・

情報リテラ
シー・・・

情報リテラ
シー・・・



公民科目新設の方向性として考えられる構成③（たたき台案）

新必履修科目(案)
「公共」(仮称)

(3)持続可能な社会づくりの主体となるために

⇒個人を起点として、自立、協働の観点から、今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえつつ多様性を尊重し、持続可能な地域、

国家、国際社会づくりに向けた役割を担う主体となることについて探究を行う。

ア 地域の創造 イ 持続可能な社会 ウ 我が国と国際社会

<題材の例> 地域の活性化、安全に配慮したまちづくり、持続可能な社会保障、文化と宗教の多様性、国際平和・・・などについて探究

家族・家庭、消費者等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を育む家庭科、情報リテラシーを扱う情報科、個人の安全指導を行う保健体育科と連携

(2)自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために

(1) 「公共」の扉

別紙

別紙

＜留意点＞(1)「「公共」の扉」、(2)「自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために」の学習を踏まえて(3)「持続可能な社会づくりの主体となるために」における課題を探究する学習が行われることに留意し、(1)、(2)に
おいては、(3)で課題を探究する学習が効果的に行われるよう課題意識の醸成に努めることが求められる。


